
（別紙３）

～ 令和7年12月21日

（対象者数） 28名 （回答者数）
21名

～ 令和7年12月17日

（対象者数） 21名 （回答者数）
19名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後もご利用者様の願いや日々の変化を丁寧に受け止めなが

ら、活動内容の充実を図り、より豊かな経験につながる関わ

りを行っていく。

2

今後も保護者との情報共有を大切にしながら、ご利用者様や

ご家族様が安心して通える環境づくりを継続していく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

安全面に配慮しながら地域行事や交流機会を取り入れ、地域

との関係を広げていく取り組みを進めていく。

2

避難訓練の実施状況や防災対策について保護者へ分かりやす

く共有するなど、周知方法を見直していく。

3

利用者一人ひとりの願いに寄り添った関わり

利用者アンケートでは、個別支援計画の作成や活動プログラム

の工夫について高い評価が得られており、通所を楽しみにして

いるという回答も多く見られた。職員アンケートでも、日々の

打ち合わせや振り返りを通して支援内容を共有していることが

確認できる。

ご利用者様の体調や興味関心、日々の様子を丁寧に把握しなが

ら関わりを行っている。活動内容についても職員間で話し合い

ながら検討し、様々な経験ができるよう工夫している。

利用者と家族が安心して通える関係性

利用者アンケートでは、支援への満足度や保護者との情報共

有、意思疎通について高い評価が得られている。自由記述でも

職員への信頼や安心して利用できているという意見が見られ

た。

日々の関わりの中でご利用者様の様子を丁寧に受け止めるとと

もに、送迎時や面談などを通して保護者との情報共有を行い、

安心して相談できる関係性づくりを大切にしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流のさらなる充実

利用者アンケートでは、地域交流に関する項目で「どちらとも

いえない」「いいえ」の回答が一部見られた。職員アンケート

でも地域交流や地域活動への参加について改善の余地が示され

ている。

ご利用者様の体調管理や感染症対策を優先する必要があり、地

域交流の機会が限定されることがある。

緊急時対応に関する周知の充実

利用者アンケートでは、緊急時対応マニュアルの周知について

「分からない」といった回答が一定数見られ、保護者への説明

が十分でない可能性が示された

マニュアルの整備や避難訓練は行っているが、その内容を保護

者へ伝える機会が十分ではなかった。

2025/11/24

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年2月1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こどもデイサービスラフ

○保護者評価実施期間
2025/11/24

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


